
２．河川の形成の歴史

①益田平野の発達

益田平野は高津川、益田川の両川による堆積作成で形成された平野である。

弥生時代には吉田平野の乾燥した低地には人類の生存があり、更にはそれは古

墳時代までも人類生活が及んでいた。（弥生土器発掘）

４世紀後半には益田、須子の一帯はすでに砂地に変っていた。

その後両河川は沖積を早やめ、吉田の地が陸地になった頃、高津、益田の両川

の沖積化は北へ進展し、一方では日本海を襲う波浪による漂砂とあいまって、吉

田の北部に、中の島、中須、大塚、高津の諸地を出現させた。（図―２―１参照）

その後これらの諸地は高津川の変異と砂洲建設の進捗と共に現在の姿となった

ものと思われる。

（図―２―１参照）



益田平野における高津、益田両河川による堆積分は図―２―２のとおりとなっ

ている。

両河川の流域面積は高津川 1,080、益田川 116である

（図―２―２）

Ａ…高津川の堆積作用

Ｂ…益田川の堆積作成

（益田平野の開発経緯）
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